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	ＳＣＭ本部　
	福岡ロジスティクスセンター開設のお知らせ
	謹啓 時下益々ご隆盛のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご厚情を賜り厚く御礼申し上げます。
	この度、BCP(Business Continuity Plan)の一環としまして、現行の静岡県にありますコヴィディエン ロジスティクスセンター ジャパン（以下CLCJと表記致します）に加え、新規に福岡県に福岡ロジスティクスセンター（以下FLCと表記致します）を立上げ、本年6月より稼動予定となりましたことをお知らせ申し上げます。
	2011年3月の東日本大震災におきましては、大災害による影響を痛感すると同時に、弊社は生命に関わる医療機器を取り扱っていることを再認識するに至りました。この経験を踏まえ、社会的責任として大災害時においても供給継続を実現すべく、FLCの立上げには万全の体制で準備をし、ロジスティクスセンターを2拠点化した補完体制を築いていく所存でございます。
	稼動予定、及び対応内容は下記の通りですが、配送状況等を見ながら若干の日にち延期等をさせていただく場合もございます。あらかじめご了承いただければ幸いに存じます。何卒よろしくお願い申し上げます。
	謹白
	記
	25B記
	1. FLC（福岡ロジスティクスセンター）の概要
	所在地　：福岡県糟屋郡粕屋町甲仲原4-4-1
	        　福岡I.C.より約10km（約30分）/福岡空港より約4km（約10分）
	　 床面積　：約1,800坪
	2. FLCからの出荷開始予定
	（不測の事態が発生した場合は変更の可能性がございますのでご容赦ください。）
	対象外商品
	FLCからの
	出荷対象商品
	配送開始地域
	（CLCJからの出荷品）
	標準配送業者
	基本計画
	サンプル、デモ材、仮出荷、預託等買取り以外の取引形態、パック品、特注品、外部倉庫管理商品、パーツ類、一部の機械製品･付属品
	熊本県・沖縄県
	6月2日（月）～
	佐賀県
	6月6日(金）～
	佐川急便
	右記以外の消耗品全般、器械製品（一部を除く）
	福岡県
	6月13日（金）～
	ヤマトグローバル（沖縄県・離島）
	鹿児島県
	宮崎県
	6月20日（金）～
	大分県・長崎県
	3. その他　対応内容
	(1) 九州・沖縄への、FLC以外の倉庫からの出荷
	 FLCの取扱商品以外は一部を除きCLCJからの出荷をさせていただきます。
	 Fax経由の一ご注文書内にCLCJのみの取扱商品が含まれている場合は、FLCの取扱商品も含めて一括でCLCJからヤマト便（一部を除く）で出荷をさせていただきます。標準の着日は出荷日の翌午前中となります。
	(2) 九州・沖縄への納期、および欠品時の対応について
	 標準納期はFLCからの出荷日の翌午前中となります。
	 FLC欠品の際は、CLCJから当日または後日、ヤマト便で出荷させていただきます。標準の着日は出荷日の翌午前中となります。
	(3) 災害時の対応
	南海トラフ大地震等で静岡県が被災した場合
	 海外からの輸入経路をCLCJからFLCに切り替え、全国のお客様へFLCからの出荷を致します。
	 袋井工場は耐震審査を受けクリアしておりますが、復旧立上げの際に行う各製品分野のバリデーションを最短化できるよう取り組んでまいります。
	 対応する取引は基本的には買取りの形態とさせていただきます。
	福岡県が被災した場合
	 現行のCLCJの体制を採り、全国のお客様への出荷を致します。
	(4) 2011年4月のCLCJ立上げ時の混乱についてのお詫びと教訓
	震災翌月4月の現CLCJのコヴィディエン ジャパン（株）の立ち上げ時には弊社の不備により混乱をきたし、お客様・関係各位様へ多大なご迷惑をお掛けしましたこと、改めて深くお詫び申し上げます。その教訓を踏まえ、今回のFLC立上げについては、入念な在庫移送計画とともに作業者訓練を実施致しております。
	(5) 6月2日FLC立上げ後のリスク対策
	稼動後であっても、作業品質、作業効率を毎日観測・測定し、万が一不十分なレベルである場合は、当初の日程を延期し現行のCLCJからの出荷体制に一旦戻すことも選択枝として判断してまいります。いずれにしましても、お客様へご迷惑をお掛けしないことを大前提とし、今回のFLC立上げに臨んでまいりますので、何卒よろしくお願い申し上げます。
	フリーコール　
	■受注・配送に関するお問合せ先
	コヴィディエン ジャパン株式会社　0120-948-970
	日本コヴィディエン株式会社　　　　0120-948-973
	SCM担当者：　　折原 章　(Orihara　Akira）　　
	■FLCに関するお問合せ先
	コヴィディエン ジャパン株式会社　03-5717-0891
	日本コヴィディエン株式会社     03-5717-0892
	SCM本部長　　山口 栄里 (Yamaguchi Eiri）
	■部門総責任者
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